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とっても楽しかった「クリスマス会:読み聞かせ」！
先号でも紹介しましたが、１２月１７日(火)の朝から「クリスマス会：読み聞かせ」が始まり

ました。会場の関係で朝と業間の時間に分かれての開催となりました。多くの保護者の皆様のご

協力をいただき、心温まるお話会となっています。本当に有り難うございます。

◇ １年生「ぐりとぐらのおきゃくさま」 １２月２０日(金)朝

クリスマス仕様に飾られた生活科ルームにて、「ぐりとぐら」の人形劇を見せていただきまし

た。かわいい人形と上手な語りにナレーション、生演奏のＢＧＭに子どもたちは夢中で聞き入り、

その後のお母さん方とダンスをして、とっても楽しくお話の世界に引き込まれていました。

２年生「手ぶくろを買いに」 １２月１８日(水)朝

暗幕が敷き詰められた会議室で、２年生には山に住む「母と子のきつねの影絵」を見せていただきました。

母の苦悩と子ぎつねの成長のストーリーに、穏やかな語り口も相まって、子どもたちは２匹の心情に共感し

ながら、物語の世界に浸り、静かに真剣に聴き入っていました。その後のサンタさん登場に感激！！

◇ ３年生「三枚のおふだ」 １２月１７日(火)業間

暗幕で覆われた会場に影絵のスクリーンが一つ。どんなお話か３年生は興味津々。栗の大好きな小

僧・ちんねんは、栗を探しに山奥へ。そこには恐ろしい山姥が･･･。和尚さんからもらった「魔法の３

枚のお札」をつかって山姥と知恵くらべ。とても楽しい昔話でした。ペープサートや台詞、生演奏と

ても素晴らしかっ

たです。



◇ ４年生「びんぼう神と福の神」１２月２０日(金)業間

貧乏な男のところに、働き者の嫁さんがやってきた。少しずつお米がとれるようになったある日･･･天井

から貧乏神が落ちてきた！｢福の神が来るからこの家を出ていかねばならぬ｣と泣きじゃくる。そのとき嫁さ

ん「ほんならここにおりなされ」。一生懸命な人は誰かがきっと助けてくれるって４年生感じたと思います。

何事にも興味津々の子どもたち。スクリーン裏の影絵のパーツの細かさと多さにびっくりでした。

◇ ５年生「昔話法廷」１２月１９日(木)業間

会場の入り口に「草津小読聞裁判所」の看板、ドキドキしながら中に入ると、ビシッとスーツ

を着た裁判官・検察官・弁護士そして原告のオオカミと被告の子ブタ。どんな判決になるのか。

それぞれの主張を良く聞き、判断を求められる裁判員でもある５年生は責任重大！子ども達の心

が揺さぶられ、活発な主義主張が出された今年の読み聞かせクリスマスでした。

◇ ６年生「しあわせの王子」 １２月１９日(水)朝

静寂の会場で６年生は「しあわせの王子」の影絵の世界に浸りました。美しい宝石と金箔で身

を包まれた「しあわせの王子」像。王子はツバメに助けてもらいながら自分の持ち物をすべて貧

しい人たちに分け与えます。その結果残ったものは、みすぼらしくなった王子像とツバメの亡骸。

･･･真の美しさとは何か？思春期を迎えた６年生ならではの感じ方がありました。６年間、楽し

い読み聞かせクリスマス会をありがとうございました。

この感動と繋がりは、いつまでも大切にして行きます。

子どもたちへ伝えたい思いを｢読み聞かせ｣に込めて･･･あたたかな愛情をありがとうございます。


